４　大量の生活用具

　膨大な量の出土遺物のなかで古墳時代の生活用具に当たる土師器がそのほとんどを占め、煮炊き用の甕類の完成品が大量に出土している。その他、鉄製の農工具や釣針、土錘などの土製品も多数出土している。

　鉄製釣針は竪穴住居跡内から２０本以上出土しており、大きなものは長さ１０センチメートル以上もある。


　同遺跡の調査主任を務めた清水真一はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（４）),「ほ)とんどが重量的に重く、かつ魚の口径に対して針のフトコロが広い点、えを飲み込ますというよりは針先に引っかけるための針の印象が強い。


　当時の海岸線の位置は不明であるが、長瀬高浜遺跡に住んでいた人びとが漁撈を営み、それも磯釣りや投釣りのたぐいでなく、漁船を使って沖合いで流し釣りなどの漁法をおこなっていた可能性がつよい。」と述べている。
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